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　 現在､世界は未曽有の地球規模の課題､すなわち新型コロナウイルス感染症の猛威に

晒されています｡さらに､コロナ禍はそれ自体が課題であるだけではなく､まさに拡大鏡

として様々な課題を浮き彫りにしました｡グローバル化した世界では､人口と食料･水

の問題､経済競争と経済格差の問題､エネルギーと環境汚染に関する問題などの難問が

複合的な原因によって生まれ､さらなる多様な問題を生み出しています｡さらに､我が国は

課題先進国として､少子 · 高齢化と地域衰退という大きな課題を抱えています。

　 国立大学は､それぞれが特色を有する 86 大学で成り立っています｡約 6 万人の

教員は､約 59 万人の学部生･大学院生の教育を担うとともに､多種多様な研究を

展開しています｡こうした多様性は､現在の単純な延長線上に未来を描くことができない

VUCA （Volatility､Uncertainty､Complexity､Ambiguity） の時代において､

あらゆる壁を越えた共創を推進し､しなやかでインクルーシブな社会を実現するための

大きな力となります。

　全ての都道府県に置かれている国立大学は､イノベーションの創出や優れた人材育成

を通じて各地方 （地域） の活性化の中核を担ってきました｡国立大学は､各地方 （地域）

の文化 ・ 社会 ・ 経済を支える拠点であり､地方 （地域） の産業､医療､福祉､教育

などに責務を負っていることを自覚しています｡人口減少や産業の知識集約型への

パラダイムシフトを背景に地方創生が我が国の重要な課題となる中､近年一層高まる

国立大学に対する期待に応えるべきだと考えています。

　令和 3 年度は､第 3 期中期目標期間を総括する一年であるとともに第 4 期に

備える一年となります｡新たな課題に向き合うことと同様に､これまで解決できて

いなかった課題に道筋をつけることも重要です｡このため､国から国立大学法人に

期待され負託される役割や機能とは何か､それを果たすために必要となる資源と

それを確実に整えるための方策を明確にし､全ての関係者が認識を共有することには

大きな意義があります。

　そのうえで､各国立大学は特性や強みを一層発揮することで､学生や教職員は

もちろんのこと､国や地域社会､企業などの多様なステークホルダーとともに前進

してまいります｡国立大学協会は､こうした個々の自律的な取り組みを社会に

向けて積極的に情報発信することで､国立大学を取り巻く全ての関係者のみなさま

から支持を得られるよう努力してまいります｡

　ニューノーマル時代における大学は､激変する社会に単に適応して形作られるもの

ではなく､大学自身が将来の社会のありようを見通し､望ましい未来を構想･提案

するとともに社会実装までも関わることにより､自ら定義すべきであると考えて

います｡国立大学は､その有するあらゆる知を基盤に全力で取り組んでまいります

ので､関係各位には､国立大学及び国立大学協会に対し引き続きご支援を賜ります

よう､よろしくお願いいたします｡
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主な活動 （２０２０ 年度）
◎総会･理事会
　 ・ 通常総会 (6 月､11 月､1 月､3 月）

　 ・ 理事会 （4 月､5 月､7 月､10 月､12 月､2 月）

◎要望･提言活動等
・ 国立大学法人における新型コロナウイルス感染症      

  対応に関する緊急要望 （4 月）

・ 新型コロナウイルス感染症に対応した学生への経済

  的支援に関する緊急要望 （国立大学協会､公立大学

  協会､日本私立大学団体連合会 合同） （5 月）

・ 全国大学病院への財務投入の要請書 （全国医学 

  部長病院長会議､新型コロナウイルス感染症

　（COVID-19) に関わる課題対応委員会､日本  

  看護協会､東京大学 合同） （5 月）

・ 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う外国人　

　留学生･研究者等に関する要望　（7 月） 

･「令和３年度予算における国立大学関係予算の

　充実及び税制改正等について （要望）」 によ　

　る要望活動 （9 月､10 月）

・ 「第 4 期中期目標期間へ向けた国立大学法人

　の在り方にかかる検討課題について （中間

　まとめ）」 の公表 （11 月）

・｢コロナ禍を契機として考える今後の国際

　交流の在り方について｣の通知　(2 月）

・ 国立大学法人におけるコストの｢見える化｣

　検討について ( 最終まとめ） （3 月）

・ 「新たな日常に向けて : 国立大学の決意 ( 声明）」

　（3 月）

◎国際活動等
　   Japan-Australia University Staff Training 

      Program 2020 を開催 （10 月､11 月）､U.S.–Japan 

      Higher Education Engagement Study (USJP 

      HEES) （通年）

◎セミナー･研修等
　　国立大学法人トップセミナー (8 月）､ユニバーシティ ・ デザイン ・ ワークショップ （9 月）､  

    国立大学法人等広報担当者勉強会 (９月）､国立大学法人等担当理事等連絡会議 【コ   

    ロナ禍を機にした新たな働き方改革】 （10 月）､大学改革シンポジウム 【大学教育の

    新たな姿～学生の視点に立って～】 （11 月）､大学マネジメントセミナー 【国立大学

    がさらに発展するための第 4 期中期目標期間に向けて】 (12 月）､国立大学法人等 

    若手職員勉強会 （12 月）､国立大学法人新任学長 ( 就任予定者 ) セミナー (2 月 )

◎刊行物等･広報活動
　　広報誌 「国立大学」 （6 月､11 月､3 月）､広報誌 「国立大学」 別冊 （6 月）､論説

    委員等との懇談会 （10 月）

◎式典
　　創立 70 周年記念式典 （3 月）

萩生田文部科学大臣に
要望書を提出

日豪交流事業 「Japan–Australia 
University Staff Training 

Program 2020」 を開催

広報誌等を刊行

創立 70 周年記念式典を開催


